
「超高齢化社会に必要な地

域密着型薬剤師の養成プログ

ラム」は、文部科学省の2006

年度「現代的教育ニーズ取り

組み支援プログラム（現代Ｇ

Ｐ）」に選定された取り組み

（当時は共立薬科大学）。同大

近隣の介護老人保健施設と連

携を図り、学部学生たちが介

護体験やボランティア活動を

実施してきた。

実際に施設での介護体験やボランティア活

動を始めてみると、「背中をさする」「手を握

る」といったことも、１つのコミュニケーシ

ョンであることを学生たちは知らないことが

分かった。また、介護現場では手洗い、排泄

ケア、口腔ケアなどが日常的に行われていて、

薬局で販売している医薬品以外のものが使わ

れていた。その実情を通して「体に触れない

ことも含め、薬学教育の中で欠けている部分

があるのではないか。ヘルパーなど介護職の

仕事の中にも、薬学で取り入れておかな

ければならない部分があると思った」と

福島教授は話す。これを受けて昨年、大学内

でヘルパー２級の講習を実施、約20人の学生

が資格を取得した。

実際に介護体験やボランティア活動に参加

した学生たちについて、福島教授は「自然に

コミュニケーション能力が向上するし、入所

者にも自然体で接する

ことができるようにな

るなど、確かな手応え

を感じていると思う」と話し、「体に触れる、

コミュニケーションを取るといった面は今ま

での薬学教育の中で欠けていた部分ではない

か」と指摘する。

今年度は現代ＧＰの最終年度に当たり、今

月から10回にわたり、薬剤師向けに在宅や高

齢者支援に必要な学問と技術を両方学ぶ講座

を立ち上げる予定だという。福島教授は、

「いずれは、６年制教育の中でも実施してい

きたい」と語る。さらに、「ヘルパー２級の

資格を取らなくても、薬学６年制を卒業すれ

ば、在宅医療や介護施設等において役割を果

たし、患者さんや他職種とのコミュニケーシ

ョンがとれる薬剤師になってくれればいいと

思っている」と話す。

こうした取り組みに関して福島教授は、

「スタンスは、“患者さんに会うべき”“社会

と関わるべき”ということ。大学の中でもい

ろいろなことを学ぶが、それがすぐに実践に

応用できるわけではない。患者さんに会い、

社会に関わり、その

ケースではどのよう

に対応したらいいか

を学生が自ら考えることで、学び、吸収でき

ることもたくさんあると思う。そうしたプロ

グラムを作るのが社会薬学」と指摘する。

福島教授は今後の展望に関して、「薬局が

地域においてヘルスマネジメントプログラム

を実施するための支援をやらなくてはいけな

いと思っている」と語る。「保健指導が話題

になっているが、薬局が絶対にできることだ

と思うし、既にやっていることだとも思う」

とし、「医師不足、医療崩壊が叫ばれる中、

薬局は５万軒もある。ヘルスマネジメントプ

ログラムを薬局が担い、地域で活躍できるは

ずで、そのための支援を行っていきたい」と

している。
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ヘルパー２級講習

介護体験やボランティア通じて学ぶ

大学の中だけでなく、社会との関わりを持つことによって学ぶことも必要

――そう語るのは慶應義塾大学薬学部社会薬学講座の福島紀子教授だ。福島

教授の指導の下、「超高齢化社会に必要な地域密着型薬剤師の養成プログラ

ム」などの社会薬学の活動を通して、学部学生や大学院生が“薬学と社会の

回路”をつなごうと取り組んでいる。
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コミュニケーションが鍵

福島 紀子氏慶應義塾大学薬学部
社会薬学講座教授


